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はじめに 

笮者は，訪花性カミキ リム シの 各々 の植が蛘粜 • 個体 
群レベルで地域の値物の花を時間的，空間的にどのよう 
に利用しているのか，また訪花性と開花植物をとりまく 
環垃（特に植生と植物说観）との関係についてどうか， 
調査研究を行なってきている。し力し，北海道における 
訪花性カミキリムシの生態に関する研究は，讶山（1969), 
佐々木 (1978) の報告以外ほとんど知られていな'*、〇そこ 
で调丧データは古いが，-時期の開花植物花上に集まる 
功花性カミキ リム シについて，またそれをとりまく環境 
について調査したので ここに 報告しておきたい。 

なお，文献.資料等を賜わった北海道釧路東高校•宵 
山愤•氏，また凋仵のための便宽を計られた富良野市立 
潍郷中学校.布施和一氏に惑,谢の立を表する。 

調査地および方法 

( 1 ) ，调迕地域の18[要 

調#.地域は，北海道のほほ‘中央部，大‘で山国立公阐 
のI•勝山系に隣接する東京大学ぬ学部附屈北海道演習林 
(総面嵇23, 420 ha) の銪郷地区である（図1)。 

植生はほぽ呃 寒带 系に厲I，珉飪分布は下部では シラ 
カンパ，ハンノキ類とアカトドマツ，エゾマツとの針広 
混交林が発逹している0上部では シラカンバに 変わって 
ダケ カンバが， そして アカエゾマツが 見られる。 

，调奁地は，當 R 野市から雜郷 ih •街に至るほぽ中間か篼 
郷寄りの所で，標 A •は約30 0m 内外，布部川に並行した 
道路沿いである（図 1，A.B)。 


(2) 調査地の桢物贵観と値生 
調査地点の植物 m 観及び植生は K 2，3のとおりであ 
る。なお環境区分は植物眾観と植生により神田（1979) 
を参考に区分した。 
a . A 地点 

周辺はェゾマツ林の抓找地で，その林床にはヨモギ 
類，イネ科，カヤツリグサ科等の草本類が繁茂し，その 



m 1調査地域 
〔卜 ig.1.Area surveyed.j 
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H . : Hydrangea paniculata ノ U ウツギ 


52021 : Sorbaria stellipila ホザキナナカマド 

A . 


P . 

rt. 


Abies sachal inensis アカトドマツ 
Picea jezoensis ェゾマツ 


Q . : Quercus mongolica var . grossesrrala 
ミズナラ 

1)卜 : Populus maximowi czi i ドロノキ 
H . : Retula platyphylla var . japonica 
シラカンパ 


Pctasites japonicus suhsp . j>iganteus アキタブキ 


CFig .2,3. 


図 2, 3 調査地の植物贵観 

Physiognomical views of two stations (profile diagram and vegetation map 一 groundflora not to scale ).〕 


ェゾマツ林の林緑部にノリウツギが散在している（図 
2)〇 

環境は半開放的環境 ( semi-open land )。 
b . B 地点 

シラカンバ，ハンノキ類とアカトドマツ，エゾマツと 
の針広混交林が在り，その林 下にホザキナナカ マドが群 
生し地面を匍匐している0その周辺は アキ タブ キ， ヨモ 
ギ類， アザミ 類，ササ等が生い茂っている（図3 )0 
環境は閉鎖的環境 (closed land ) である。 

(3) 調夼日時および方法 
調査日時は表1に示してある。調査はおよそ連統2 
間サンプリングとした。 


表1調査日時および天候 
〔Table 1 .Survey date , time and weather.J 


Survey points 

Date 

Time 

Weather 

A 

22Ait,1976 

10 ： 3 〇 -12 ： 3 〇 

0 

B 

17/1 1，1976 

11:00-13:00 


B 

19/^1,1976 

10:00-12:00 

o 


採集はほぼ一定の面秸範囲を占める開花植物の群落を 
単位として，花は葯裂開中で花勢の良い状態のものを選 


び， E 径 42 cm のネット1本をかぶせ.ゆすり網法によ 
0行なった。 

結果と考察 

(1) 種類構成と群集構造 
a . 種類構成 

各調査地の開花植物ごとに採集されたカミキリムシの 
種類と個体数は表2に示した。 

A 地点のホザキナナカマド CSorbaria stellipila ) で 
は，ツヤケシハナ n 12 個体 （30.8%),ホクチチビハナ8 
個体 （20. 5%),カラカネハナ5 個体 （17. 2%),クロサワ 
ヘリグロハナ4 個体 （13. 8%)など 計7厲 8 稀 39 個体が採 
集された。 

B 地点のノリウツギ ( J-Iydratigea paniculata ^ の8月 
17日（天候：逸り）では，ョ ツスジ ハナ23個体 （57. 5%), 
フタスジ ハナ6個体（15.0%),アカハナ4個体（10.0 
%)など計7屈7種40個体が採集され，ョツ スジ ハナが 
個体数にお I 、て全体の過半数以上を占めている。同月19 

1) 和名の“……カミキリ’’は省略，学名との対照は表 
2を参照のこと。 
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5( 3.6) 

は 

9( 6.4) 
1( 0.7) 
14(1 〇 . 〇 ) 
11( 7.8) 
4( 2.9) 
56(4 〇 . 〇 ) 
4( 2.9) 
1( 0.7) 
11( 7.9) 


Leptunnae 

1) Gaurotes doris 

2 ) Pidonia amentata 

3) Alosterna tabacicolor 

4) Corymbia succedanea 

5) Corymbia vamcornis 

6) M_arthaleotura scotodes 

7) Judolia cometes 

8) Eustran^alis anticereductus^ 

9) Leptura ochraceofasciata 

10) LeDtura arcuata 

11) Pedostran^alis femoralis 

12) Nakanea vicaria 
Cerambycinae 

13) Leontium viride 

14) Cyrtoclytus caproides 

15) ChloroDhorus japonicus 

16) ChloroDhorus xeniscus 

17) Paraclvtuc eycultun _ 

Total 


カラカネハナカミキリ 
セスジヒメハナカミキリ 
ホクチチビハナカミキリ 
アカハナカミキリ 
プチヒゲハナカミキリ 
ツヤケシハナカミキリ 
マルガタハナカミキリ 
クロサワヘリグロハナカミキ U 
ヨツスジハナカミキリ 
ヤツボシハナカミキリ 
カタキハナカミキリ 
フタスジハナカミキリ 

ミドリカミキリ 

キスジトラカミキリ 

エグリトラカミキリ 

ホソトラカミキリ 

シロトラカミキリ _ 


S . : Sorbaria stellipila ホザキナナカマド 

H •: Hydrangea paniculata ノ リウツギ 


日 （天候：喑れ）ではヨツスジハナ30 個体 (49. 2%)， マ 
ルガタハナ8 個体 （13. 1%),アカハナ，フタスジハナ 各 
5 個体 （8. 2%) など 計 8 屈 10 種61個体が採集 された。 種 
数においては，トラカミキリ 族 （ Clytini ) が4 稀採集 さ 
れ， 個体数では ョツスジハナが 全体の過半数近くを占め 
ている。 

それぞれの結果を総合してみると，計14厲17種140個 
体が採集され，7月22日のホザキ ナナカ マド花上では比 
較的小型種が多く，8月17，19日のノリウツギ花上では 
中，大型種の割合が多い。すなわち盛 S 期には小•中型 
稀が，晚辽期には大型補と' ■ 、うような出現最盛期に差が 
あるものと思われる。また8月17日と19日のノリウ ツギ 
花上では，19日にトラカミキリ族数補が若千ではあるが 
採集されている0このことは気象条件（特に日照条件） 
の差によるものと思われる。なお，ホザキ ナナカ マド花 
上において，北海道内でも余0採集例の少ないクロサワ 
ヘリ グロ ハナが まとまって採集され た。 

b . 群集構造 

笼者は，訪花性カミキリムシの詳集について元村 
(1932) の等比級数則および加藤ら （1952) の百分率法によ 
り比較検討をしてみた（図 4, A 〜 F )。 

等比級数則は，群集の種類組成とその複雑さを知る上 
で便利な方法で，すなわち《値（傾き）が大ほど群粜は 
単純化，小ほど複雑化の傾向を示す。それぞれの《航と 
M 帰式の結果は図 4, A 〜 C である。 


ホザキナナカマド花上 （7 月22日） 

2 / =1. 21—0.15 >r a =0. 15 

ノリウツギ花上 （8 月17日） 

j / = 1.41-0. 24 x a =0. 24 

ノリウツギ花上 （8 月19日） 

2 / =1. 31—0.15 x a =0 . 15 

ホザキナナカマド花上（図4, A ) および8月19日の 
ノリウツギ花上（図4, C ) は，共に群集は複雑化してお 
り，8月17日のノリウツギ花上（図4 , B ) においては群 
集は単純化の傾向を示している0 
百分率法における群集の解析は，図4, D 〜 F に示し 
たとおりである0すなわち，開花植物への総飛来数に対 
する各種の飛来数の割合を百分率法の信頼限界（この場 
合は危険率5%)で算出し，開花植物ごとに図示してあ 
る。各図の珉赵の破線は，採染されたカミキリムシ各種 
が花上に同頻度で飛来したものと仮定しての各種の平均 
飛来率を示したものである。また，上，下〇頼限界のバ 
一の中央の垂線は百分率を示した。なお，実際の図示の 
方法や計算には，坂上ら（1974)と佐久間 （1964) の近似 
式を用 I 、た。 

ホザキナナカマド花上（図4， D ) においては，ツヤケ 
シハナがわずかに優占しているものの，信頼幅が互いに 
屯なっており，補.間の差は認められない0 8月17日ノリ 
ウツギ花上（図 4 , E ) においては，佾賴幅が広いものの 
ョッスジハナ1種による優占が認められ，同19日（冈 


表2 採集されたカミキリムシの種類と個体数 

〔Table 2. List of collected species and the number of individuals .〕 


Species 


Japanese name 


巧 : 976 , : 97619 デ 


Total ⑸ 


4 4 9 7 9 

112 0 9- 

/ _\/lv/{\/(N/ — \ 

2 2 41/* 




000500800105 CVJ 2413 


61 


000412303006 00001 
2 


5380020 43310 00000 


39 
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4 6 8 

Dominance 



<： Hydrangea paniculata ノリウツギ （August 19 ， 197 6) 


30 


40 


50 


70^ 


L.ochraceofasciatal 

J.coraetes 






C.succedanea 
N. vicaria 
Ch. japonicus 
Pr. excultus 
Lo. viride 
Cy. caproides 
L.arcuata 
Ch, xeniccus 


図 4 各調査地ごとに訪花したカミキリムシの等比級数則による詳集の形態 （A 〜 C) と百分率法に 
よる群集解析(危険率5 %, D 〜 F) 

〔Fig. 4. Forms of cerambycid associations shown by the geometrical progression method (A_i), 
and structure analyses of cerambycid associations on flowers by the occurrence probability 
method on the level of 95 per cent confidence CD-F). Broken line shows the average 
coefficient and short vertical line on each horizontal bar shows the percentage.〕 
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Hydrangea paniculata ノ リウツギ （ Angus 丨 17 ， 1976) 
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4, F ) においてもヨツスジハナの優占が認められる。 

"山 (1969) は，7月下旬知床半島羅臼岳において約7 
柿:の開花植物花上より17榷のハナカミキリを採災-し，そ 
の内個体数ではョツスジハナが最も多く，他に中.大型 
饨の金体に占める割合が®いことを報告されている〇こ 
のことは小型 M と大型補とでは出現 S 盛期に恙はあるも 
のの，両地域に共通してョツスジハナの発生個体数が多 
いように思われる。おそらく周辺部の森林植生（特に幼 
虫の ft 樹となる寄主植物=ェゾマツ他）と関係があると 
思われる。 

神田（1979)は，奥日光において，©期の隣接する地 


域内に咲く開花植物花上の訪花性カミキリムシ群集の解 
析を行ない，その結果，群出変動の要因として森林植生 
(寄主植物や訪花植物を含めた桢生状態，植物堪•観=植 
生の階柄構造など）によるちがい，禅の功花選好性（花 
への利用を主とする）や環境への選択性によるちがい， 

カミキリムシ補間の活動照度域のちがいと気象条件など 
をネ行摘したが，今回はそれらについては十分解明するこ 
とはできなかった。 

最後にこの凋杏中，道路を飛翔中の ハン ノ アオカミキ 
リ {Euletraplui ch - ysochloris ) 1 ex . を 採集したので合 
わせて報告しておく。 
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Summary 


The species composition and structure ot cerambycid associations on flowers in relation to 
vegetation types were observed at Hokkaido Experiment Forests (Rokugo Area) the Faculty of 
Agriculture, Tokyo University, Hokkaido (Furano City), on the 22 th of July, 17th and 19th of 
August, 1976. A total of 140 individuals belonging to17 species in 14 genera were collected at 
two points in the surveyed area (table 2). The structure of cerambycid associations on flowers 
of two plant species were analyzed by means of the occurrence probability method (KATO et al., 
1952) and geometrical probability method (MOTOMURA, 1932)，and the differences between them 
were discussed. 

N 中の ツヤ ケシハナカ ミキ リの学名の厲名 Maruthaleptura (i Anastrangalia の為り 0 
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